
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ラウンドアバウトでないもの
・流⼊⾞両が優先されるもの
・環道交通が信号により制御されるもの
・駅前ロータリーなど

ラウンドアバウト
環道⾞両が優先されるもの

円形交差点，ロータリー
(優先関係を問わない)

ラウンドアバウトでないもの
・流⼊⾞両が優先されるもの
・環道交通が信号により制御されるもの
・駅前ロータリーなど

ラウンドアバウト
環道⾞両が優先されるもの

円形交差点，ロータリー
(優先関係を問わない)

「ラウンドアバウト」は、交差点の中央に円形地帯

（中央島）が設けられた円形交差点の一種です。車両

はこの中央島に沿った環状の道路（環道）を一方向に

通行し、それぞれの道路へ流出します。環道を走行す

る車両に優先権があることが最大の特徴であり、環道

の交通流は信号機や一時停止などにより中断されませ

ん。 

一般に「ロータリー」は、制御方式によらない円形

の道路施設の総称であり、「ラウンドアバウト」とは区

別されます。 

ラウンドアバウトの特性 

飯田市のラウンドアバウト 

ラウンドアバウトとは 

東和町ラウンドアバウト 

●現況（H21 撮影） 

これまで実施してきた社会実験

等により、一定の技術的知見が得ら

れましたので、飯田市で今後実施す

る交差点整備・改良にあたっては、

構造基準に該当する事項等を検証

した上で、関係機関と地域の合意が

得られた場合においては、安全面・

環境面の観点からラウンドアバウ

ト型交差点を採用することとしま

した。 

 その第一号として、市内の道路改

良に併せて、関連する交差点（東和

町交差点）の信号を撤去し、ラウン

ドアバウト方式を導入します。 

飯田市建設部地域計画課 TEL.0265-22-4511（内線 2741）

●整備イメージ 



 

ラウンドアバウトの位置 

問題点 
広幅員：起終点による車両の軌跡がま

ちまちで危険な交錯が頻繁に発生 

2車線：交差点内での並走や追越の危

険性 

直線的走行：車両の通過速度が高くな

り、重大事故を誘発     etc... 

改良点 
・１車線化と完全な円形化 

→交通流を整える 

・流出入線形を直線から曲線に 

→速度抑制 

・ドット線の設置 

→優先・非優先の明確化 

吾妻町ラウンドアバウトにおける社会実験 

 （公財）国際交通安全学会（プロジェクトリーダー：名古屋大学中村英樹教授）と協働して、吾妻町のラウンドアバ

ウト（通称：吾妻町ロータリー）において、路面標示や各種安全デバイス設置を行い、本格的ラウンドアバウトとして

の構造改良効果を実道で実証するための社会実験を実施しました。 

飯田市におけるラウンドアバウトの取り組みの経緯 【H21 より国際交通安全学会（プロジェクトリーダー：名古屋大学中村英樹教授）と連携し、研究を進めてきました】 

市内の東和町交差点

のラウンドアバウト

化の検討 

→地元の合意は得ら

れたが、警察協議の結

果、４枝の信号交差点

に決定 

吾妻町ロータリー社会実験（H22） 

：路面標示やポストコーン、単管バ

リケードによる仮設の構造改良 

改良によって生じた植栽帯に、地

元住民が主体となりシバザクラ

を植栽（H24.3） 

地元住民との意見交換会 社会実験結果の報告会 

広報誌やウェブサイトに

よる積極的な情報発信 

吾妻町ラウンドアバウト

の交差点改良 

：H22 社会実験により

得られた知見をもとに、

より安全な交差点を目指

して交差点改良 

【社会実験に取り組む経緯】 

・ 吾妻町ロータリーの位置する桜並

木は、整備されてから半世紀以上が

経過し、車両通過による桜への影響

が懸念される状況。 

・ 周辺の道路整備により、桜並木およ

び吾妻町ロータリー周辺の交通需

要の変化が予測される状況 

 

・ 桜並木を現在の４車線から２車線

化へと改良するなど、桜並木のアメ

ニティの向上を目指した再整備の

可能性を検討してきたところ。 

 

・ 将来、桜並木周辺の整備を検討する

上で、今回の社会実験の内容・結果

の提供が飯田市にとっても有益で

あると考え、この社会実験に連携し

て取り組むこととしました。 

（H21）東和町交差点の検討 （H22）吾妻町ロータリー社会実験 （H23）吾妻町ロータリー交差点改良 （H24）

東
和
町
交
差
点
の 

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化 

（表ページ 

右へ） 

吾妻町のラウンドアバウトの成り立ち 

戦後間もない昭和 22 年、飯田市は中心市街地の約 8 割を焼き尽くす大惨事と

なりました。この大火からの復興の際に、吾妻町にラウンドアバウト（通称：吾妻

町ロータリー）が設置されました。 

日本では戦後、GHQ の指導のもと全国各地に大型のロータリー交差点が設置さ

れましたが、乗用車の普及とともに交通量が増え、信号機交差点に置き換えられま

した。現在全国には約 100 カ所のロータリー交差点が残っていますが、環道の走

行が優先されるラウンドアバウトは、吾妻町ロータリーも含め数ヶ所のみとなって

います。

吾妻町ラウンドアバウト

H22 社会実験 

H23 交差点改良 

東和町ラウンドアバウト

H21 検討 

H23 再検討 

H24 完成予定 


